
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

令和６年度　シラバス
教 科 国語 科 目 国語表現 学年　学科　類型 ２年　商業科　Ⅰ型

１　１､２学期の定期考査は、中間・期末に行う。３学期は、学年末考査のみとする。

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」の
２領域において、論理的に考える
力や深く共感したり豊かに想像し
たりする力を伸ばし、他者との関
わりの中で伝えあう力を高め、自
分の思いや考えを広げたり深めた
りすることができるようにしている。

言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ自己を向上させ、我が
国の言語文化の担い手としての
自覚を深め、言葉を通して他者
や社会に関わろうとしている。

・プレゼンテーションやスピーチなどを通して、全体の構造を意識し
て説明するとともに間の大切さを学びます。
・データを読み、分析する活動を通して、必要な国語の知識や技能
を身に付けます。

　課題、レポート、ノート、小テ
スト、発表、パフォーマンス評
価、ポートフォリオ評価

①　知識・技能
生涯にわたる社会生活に必要な
国語の知識や技能を身に付ける
とともに、我が国の言語文化に対
する理解を深めようとしている。

・会話・議論・発表

評価の観点と方法
②　思考・判断・表現

2 教科書 国語表現（大修館）

副教材等 国語表現　基礎演習ノート（大修館）

単位数

２　中間考査の評価は、考査の素点とする。

評
価
方
法

学習の目標

１　実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにしましょう。
２　論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、実社会における他者との多様
な関わりの中で伝えあう力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにしましょ
う。
３　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の
言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養いましょう。

学習の方法

・必要な情報を収集し活用しながら他者との対話を通して、深い理解を目指します。
・教材の解釈や報告、発表などの言語活動を積極的に行うことを通して、自己の思いや考えを深めたり
広げたりします。
・言葉を通して他者や社会に関わり、読書に親しむことで自己の向上を目指します。

　定期考査、課題、レポート、
ノート、小テスト、発表、パ
フォーマンス評価、ポートフォリ
オ評価

　定期考査、課題、レポート、
ノート、小テスト、発表、パ
フォーマンス評価、ポートフォリ
オ評価

評
価
規
準

(備考）

③　主体的に学習に取り組む態度

単    元 学習活動とねらい

・言葉と出会う
・伝える、伝え合う
・小論文・レポート入門

・時と場合に応じた言葉と表記を使い分ける活動を通して、実社会に
必要な国語の知識や技能を身に付けます。
・絵や写真を見て書く活動を通して、実社会における他者との関わり
の中で伝え合う力を高めます。
・小論文やレポートを書く活動を通して、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにします。

・自己PRと面接
・メディアを駆使する
・読書の広場

・効果的な自己PRを考え、面接練習を通して、実社会における他者
との関わりの中で伝え合う力を高めます。
・様々なメディアと情報に触れ、活用方法を考える活動を通して、論
理的に考える力や深く共感する力を伸ばします。
・ビブリオバトルを通して、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上
させ、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養います。



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

令和６年度　シラバス
教 科 公　民 科 目 公　共 学年　学科　類型 2年　商業科Ⅰ型

１　１､２学期の定期考査は、中間・期末に行う。３学期は、学年末考査のみとする。

　現実社会の諸課題の解決に
向けて、選択・判断の手掛かり
となる考え方や公共的な空間
における基本的原理を活用し
て、事実を基に多面的・多角的
に考察し公正に判断する力
や、合意形成や社会参画を視
野に入れながら構想したことを
議論する力を養えている。

　現代社会に生きる人間として
の在り方・生き方についての自
覚や、公共的な空間に生き国
民主権を担う公民として、自国
を愛し、その平和と繁栄を図る
ことや、各国が相互に主権を
尊重し、各国民が協力し合うこ
との大切さについての自覚な
どを深めている。

・市場経済システムを機能させたり、国民福祉の向上のための政府の役割に
ついて理解し、現実社会の課題について考えます。
・グローバル化が進展する国際社会における国際経済の動向について理解
します。
・公共の精神を持つ自立した主体として、持続可能な地域、国家・社会及び
国際社会づくりに向けた自身の役割について考えます。

・出席状況、行動の観察
・パフォーマンス評価
・課題

①　知識・技能
　現代の諸課題を捉え考察し、
選択・判断するための手掛かり
となる概念や理論について理
解するとともに、諸資料から、倫
理的主体などとして活動するた
めに必要となる情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている。

第３章　経済的な主体となる私たち

第３編　持続可能な社会づくりの主体となる
私たち

評価の観点と方法
②　思考・判断・表現

２ 教科書 高等学校　公共（第一学習社）

副教材等 最新公共資料集2024（第一学習社）、学習事項の整理と問題公共ノート（第一学習社）

単位数

２　中間考査の評価は、考査の素点とする。

評
価
方
法

学習の目標
　人間と社会の在り方についての見方や考え方を働かせ、現代の諸課題を追及したり解決したりする活動
を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社
会の有為な形成者として必要な公民としての資質・能力を身に付けます。

学習の方法
・教科書を基本教材としつつ、資料豊富な副教材も活用しながら学習内容の定着を図ります。
・日常的に日本や世界の出来事に関心を持ち、議論を交わす場面では、積極的に意見を述べていきま
しょう。

・定期考査、単元評価、小テス
ト
・パフォーマンス評価
・課題

・定期考査、単元評価、レポー
ト
・ポートフォリオ評価
・課題

評
価
規
準

(備考）

③　主体的に学習に取り組む態度

単    元 学習活動とねらい

第１編　公共の扉
第１章　公共的な空間をつくる私たち

第２章　公共的な空間における人間としての
在り方生き方
第３章　公共的な空間における基本的原理
第２編　自立した主体としてよりよい社会の
形成に参画する私たち
第１章　法的な主体となる私たち

・公共的な空間と人間の関わり、人間と社会の多様性と共通性などに注目
し、社会に参画する自立した主体とは何か考えます。
・他者と協働することに向けて、幸福、正義、公正などについて理解し、現代
の諸課題について関心を高めます。
・公共的な空間における基本的原理について、思考実験などを通して、個人
と社会との関わりを多面的・多角的に考察します。

・法や規範の意義及び役割について考え、それにより個人の自由や権利が
保障され、社会の秩序が形成されることを理解します。

第１章　法的な主体となる私たち

第２章　政治的な主体となる私たち

第３章　経済的な主体となる私たち

・自立した消費者としての在り方を考えるとともに、司法への参加意義を理解
し、公平・公正な判断力を身に付けます。
・政治の在り方と国民生活の関わりについて考え、個人が政治へ参加するこ
とによってより良い社会が築かれることを理解します。
・現実社会の課題や問題を基に、我が国の安全保障と防衛、国際貢献を含
む国際社会における我が国の役割について考えます。
・社会の変化に伴う雇用や労働環境の変化を理解し、望ましい職業観を形成
します。



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

令和６年度　シラバス
教 科 数　学 科 目 数学Ａ 学年　学科　類型 ２年　商業科　Ⅰ型

１　１､２学期の定期考査は、中間・期末に行う。３学期は、学年末考査のみとする。

図形の構成要素間の関係などに
着目し，図形の性質を見いだし，
論理的に考察する力，不確実な
事象に着目し，確率の性質など
に基づいて事象の起こりやすさを
判断する力，数学と人間の活動と
の関わりに着目し，事象に数学の
構造を見いだし，数理的に考察
する力を身に付けている。

数学のよさを認識し数学を活用し
ようとしたり，粘り強く考え数学的
論拠に基づいて判断しようとした
り，問題解決の過程を振り返って
考察を深め，評価・改善したりし
ようとしている。

・数量や図形に関する事柄と人間の活動とのかかわりについて学習
します。
・数学と文化とのかかわりについて学習します。

・行動の観察
・発表
・課題プリント
・ノート

①　知識・技能
図形の性質，場合の数と確率に
ついての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解しているとと
もに，数学と人間の活動の関係に
ついて認識を深め，事象を数学
化したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりする技能
を身に付けている。

第３章　数学と人間の生活

評価の観点と方法
②　思考・判断・表現

２ 教科書 新編　数学Ａ（啓林館）

副教材等 ネオパル数学Ａ　新課程 （第一学習社）

単位数

２　中間考査の評価は、考査の素点とする。

評
価
方
法

学習の目標
　数学の基本的な知識の習得と技能の習熟を図り、数学と人間とのかかわりや、社会生活において数学
が果たしている役割について理解し、数学に対する興味・関心を高めるとともに、数学を活用していく能
力を身に付けます。

学習の方法
・教科書と並行して、問題集「ネオパル」で演習を行います。予習・復習を徹底するとともに、疑問点の解
消に向けて努力して下さい。
・学習課題は必ず行い、提出物は期限までに必ず提出して下さい。

・定期考査、小テスト
・発表
・課題プリント
・ノート

・定期考査、小テスト
・発表
・課題プリント
・ノート

評
価
規
準

(備考）

③　主体的に学習に取り組む態度

単    元 学習活動とねらい

第１章　場合の数と確率
　第１節　場合の数
　第２節　順列・組合せ
　第３節　確率とその基本性質
　第４節　いろいろな確率

・ある事柄が起こる場合の数を数える方法を学習します。
・順列や組合せの意味について理解し、それらの総数を求める方法
を学習します。
・確率の意味を確認し、事象の確率を求める方法を学習します。
・複数の試行を行ったときの確率を求める方法を学習します。

第２章　図形の性質
　第１節　三角形の性質
　第２節　円の性質
　第３節　作図
　第４節　空間図形

・三角形、四角形に関する基本的な性質について学習します。
・円に関する基本的な性質について学習します。
・三角形や円の性質を用いた作図について学習します。
・直線や平面の位置関係や、多面体に関する基本的な性質につい
て学習します。



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

③　主体的に学習に取り組む態度

単    元 学習活動とねらい

１編　化学と人間生活
　１章　化学とは何か
　２章　物質の成分と構成元素

２編　物質の構成
　１章　原子の構成と元素の周期表
２章　化学結合

・様々な物質を整理・分類し、共通した要素や個々の相違点を調べる
ことで、物質の成り立ちを学びます。
・物質を理解する基礎として、物質を構成する基礎的な粒子である原
子について学びます。
・中学での内容をさらに深め、粒子がどのように結合しているのかな
ど、物質の性質と関連についても学びます。

３編　物質の変化
　１章　物質量と化学反応式
　２章　酸と塩基

・原子・分子・イオンなどの質量や気体の体積と、個数との関係を学び
ます。また、物質量の考え方や化学反応式の表し方を身に付けま
す。
・酸と塩基の定義を理解します。また、酸性・塩基性の強さの表し方を
学びます。
・中和反応の仕組みを理解します。

２　中間考査の評価は、考査の素点とする。

評
価
方
法

学習の目標

１　日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，科学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けます。
２　観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養います。
３　物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養います。

学習の方法

・授業では、解説をよく聞き、板書等重要なことはノートに整理して記録してください。
・観察・実験を行う場合は、「何故そうなるのか」を考えながら取り組むことが大切です。
・小テストやプリント課題があります。学習した内容を振り返りましょう。

定期考査、授業ノート、行動の
観察、観察・実験の観察（パ
フォーマンス評価）、小テスト、
実験レポート

定期考査、授業ノート、行動の
観察、観察・実験の観察（パ
フォーマンス評価）、小テスト、
実験レポート

評
価
規
準

(備考）

2 教科書 新編化学基礎（東京書籍）

副教材等

単位数

１　１､２学期の定期考査は、中間・期末に行う。３学期は、学年末考査のみとする。

観察，実験などを行い，科学的
に探究している。

物質とその変化に主体的に関
わり，科学的に探究しようとし
ている。

・酸化還元反応の定義を理解します。また､酸化剤や還元剤のはたら
きや化学変化を化学反応式で表せるようにします｡
・金属によってイオンのなりやすさが異なることを理解します。また、酸
化還元反応を利用して電池ができることを学びます｡

定期考査、授業ノート、行動の
観察、観察・実験の観察（パ
フォーマンス評価）、小テスト、
実験レポート

①　知識・技能

 日常生活や社会との関連を図
りながら，物質とその変化につ
いて理解するとともに，科学的
に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本的な
技能を身に付けている。

３編　物質の変化
　３章　酸化還元反応
　終章　化学が拓く世界

評価の観点と方法
②　思考・判断・表現

令和６年度　シラバス
教 科 理　科 科 目 化学基礎 学年　学科　類型 ２年　商業科　Ⅰ型



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

評
価
方
法

・パフォーマンス評価
・小テスト

・課題レポート
・小テスト

・出席状況
・行動の観察

評価の観点と方法
①　知識・技能 ②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

評
価
規
準

　運動の合理的、計画的な実践を通
して、運動の楽しさや喜びを深く味わ
い、生涯にわたって運動を豊かに継
続することができるようにするため、運
動の多様性や体力の必要性について
理解するとともに、それらの技能を身
に付けている。

　生涯にわたって運動を豊か
に継続するための課題を発見
し、合理的、計画的な解決に
向けて思考し判断するととも
に、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。

　生涯にわたって継続して運
動に親しむために、運動にお
ける競争や協働の経験を通し
て、公正に取り組む、互いに
協力する、自己の責任を果た
す、参画する、一人一人の違
いを大切にしようとするととも
に、健康・安全を確保してい
る。

・体つくり運動
・選択１
（球技【ソフトボール/バレーボール/テニス】・
武道）

・体ほぐしの運動を通して体を動かすことの楽しさや心地よさを味わ
い、心と体が互いに影響し変化することを学びます。
・球技では、各選択種目で特有の技能の基礎･基本を習得し、仲間
と連携する楽しさを味わい、次の学年で高いレベルのゲームができ
るようにします。
・武道では、相手を尊重するとともに、礼法などの伝統的な行動を大
切にし、得意技を用いた攻防が展開できるようにします。

・体つくり運動
・選択２
（球技【バスケットボール/サッカー/テニス】・武
道）
・体育理論

・実生活に生かす運動の計画では、各自のねらいに応じて、健康の
保持増進や調和のとれた体力の向上を図るための運動の計画を立
てて取り組むことを学びます。
・球技では、各選択種目で特有の技能の基礎･基本を習得し、仲間
と連携する楽しさを味わい、次の学年で高いレベルのゲームができ
るようにします。
・武道では、相手を尊重するとともに、礼法などの伝統的な行動を大
切にし、得意技を用いた攻防が展開できるようにします。
・技能と体力の関係や練習のしかたについて学習します。

・陸上競技（長距離走）
・選択３
（球技【バスケットボール/サッカー/テニス】・武
道）
・体育理論

・長距離走では、自分と向き合い努力すること、粘り強く相手と競り
合う強い心を養うことを目標とします。また、ペース配分をしたり、
ペースの変化に対応したりするなど主体的に取り組むことができるよ
うにします。
・運動の合理的な動きを理解し、必要な体力をトレーニングによって
向上させることで、運動やスポーツを生涯にわたって継続していくた
めの基礎を学びます。

学習の目標

１　各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
 付けます。
２　運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに
 他者に伝える力を養います。
３　生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある
 生活を営む態度を養います。

学習の方法

・体つくり運動、球技･武道(選択)、ダンス･陸上競技(選択)を通して、自分で課題を発見し、合理的、計画的な解
決に向けた学習活動を通して、心と体を一体としてとらえ生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するととも
に、自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を育みます。
・体育理論では、スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展について学びます。

単    元 学習活動とねらい

単位数 2 教科書 現代高等保健体育（大修館）

副教材等 現代高等保健体育ノート

令和６年度　シラバス
教 科 保健体育 科 目 体　育 学年　学科　類型 ２年　商業科　Ⅰ型



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

令和６年度　シラバス
教 科 保健体育 科 目 保　健 学年　学科　類型 ２年　商業科　Ⅰ型

単位数 1 教科書 現代高等保健体育（大修館）

副教材等 現代高等保健体育ノート

学習の目標
１　個人および社会生活における健康･安全について理解を深めます。
２　生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を身に付けます。

学習の方法
  現代社会は、生活習慣病や薬物、心の問題など健康にかかわる問題が少なくありません。また、健康
のとらえ方や健康のために望まれることも変化してきました。そこで現代の健康問題や新しい健康のあり
方について、課題学習などを取り入れながら主体的に学習します。

単    元 学習活動とねらい

Ⅲ　生涯を通じる健康
01　ライフステージと健康
02　思春期と健康
03　性意識と性行動の選択
04　妊娠・出産と健康
05　避妊法と人工妊娠中絶
06　結婚と健康
07　中高年期と健康

・ライフステージと健康の関連について学習します
・思春期における体の変化や心の発達にかかわって起こる問題について学
習します。
・性意識の男女差について学習します。
・妊娠・出産の過程における健康課題や妊娠・出産期に活用できる母子保
健サービスについて学習します。
・家族計画の意義と適切な避妊法や人工妊娠中絶が心身に及ぼす影響に
ついて学習します。
・心身の発達と結婚生活の関係や結婚生活を健康的に送るために必要な
考え方や行動を学習します。
・加齢にともなう心身の変化や高齢社会に必要な社会的な取り組みについ
て学習します。

08　働くこととと健康
09　労働災害と健康
10　健康的な職業生活

Ⅳ　健康を支える環境つくり
01　大気汚染と健康
02　水質汚濁、土壌汚染と健康
03　環境と健康にかかわる対策
04　ごみ処理と上下水道の整備

・働くことの意義と健康とのかかわりや働き方や働く人の健康問題の変化に
ついて学習します。
・労働災害の種類とその原因や労働災害を防止するために必要なことにつ
いて学習します。
・職場がおこなう健康に関する取り組みや余暇を積極的にとることの意義に
ついて学習します。
・大気汚染の原因と健康への影響や大気にかかわる地球規模の健康問題
について学習します。
・水質汚濁，土壌汚染の原因や複合的な環境汚染の発生のしくみについて
学習します。
・環境汚染による健康被害を防ぐ方法や産業廃棄物の処理について学習し
ます。
・ごみの処理の現状や上下水道のしくみと健康にかかわる課題について学
習します。

05　食品の安全性
06　職員衛生にかかわる活動
07　保健サービスとその活用
08　医療サービスとその活用
09　医薬品の制度とその活用
10　様々な保健活動や社会的対策
11　健康に関する環境つくりと社会参
加

・食品の安全性を確保するための行政や製造者の役割や食品の安全性を
確保するための個人の役割について学習します。
・保健行政の役割や保健サービスの活用の例について学習します。
・わが国における医療保険のしくみについて学習します。
・さまざまな医療機関の役割について学習します。
・医薬品の正しい使用法や医薬品の安全性を守る取り組みについて学習し
ます。
・国際機関・民間機関などの保健活動や行政機関による社会的対策につい
て学習します。
・健康の保持増進のための環境づくりや環境づくりへの主体的な参加が自
他の健康づくりにつながることを学習します。

評価の観点と方法
①　知識・技能 ②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

評
価
規
準

　個人及び社会生活における
健康・安全について理解を深
めているとともに、技能を身に
着けている。

　　健康についての自他や社
会の課題を発見し、合理的、
計画的な解決に向けて思考し
判断しているとともに、目的や
状況に応じて他者に伝えてい
る。

　生涯を通じて自他の健康の
保持増進やそれを支える環境
づくりを目指し、明るく豊かで
活力ある生活を営むための学
習に主体的に取り組もうとして
いる。

評
価
方
法

・定期考査、小テスト
・パフォーマンス評価

・定期考査、小テスト
・レポート
・パフォーマンス評価

・ノート
・出席状況
・行動の観察

(備考） 　１､２学期の定期考査は、期末に行う。３学期は、学年末考査のみとする。



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

③　主体的に学習に取り組む態度

単    元 学習活動とねらい

Lesson 1
Leadership in Modern Times

Lesson 2
The Diversity of Traditional Houses

・現代社会において求められるリーダーシップについて考えます。
・強調構文/倒置/省略/無生物主語構文について理解します。

・世界の伝統家屋の特徴と、それらが現在果たす役割について考え
ます。
・未来完了形について理解します。

Lesson 3
Improving Society with Avatar Robots

Lesson 4
Approaches to Food Waste

Lesson 5
Animals as Indispensable Partners

・社会の「孤独」を解消するため、ある男性が生み出した「分身ロボッ
ト」について学びます。
・助動詞＋have＋過去分詞/進行形の受動態/完了形の受動態に
ついて理解します。
・食品ロスの現状と、私たちにできる身近な取組について考えます。
・完了不定詞/完了動名詞/be to do/独立不定詞について理解しま
す。
・私たちのよりよい暮らしと社会をサポートしてくれる動物たちについ
て学びます。
・分詞が補語になる用法/分詞構文について理解します。

２　中間考査の評価は、考査の素点とする。

評
価
方
法

学習の目標
１　英語を理解し英語で表現しようとする、コミュニケーションへの積極的な態度を養います。
２　教科書等の英語を読んだり聞いたりしたことに対する自分の感想や意見を、適切な英文で表現できる理解力と表現力を習得しま
す。
３　基本的な構文や文法、語彙を習得します。CEFRのA2以上の取得を目標とします。

学習の方法

・授業は、本文をノートに写し、教科書に出てくる新出単語の意味を調べてノートに書いておくことが前提になります。辞書を使いなが
ら、できる限り本文を日本語に直してみましょう。授業中の言語活動に参加できるように、家での準備を自分の力で必ずやる習慣をつけ
ましょう。
・自分の意見を表現するときに、分からないことがあれば、辞書を利用して、自分で調べてみるようにしましょう。

定期考査、パフォーマンステス
ト、小テスト

定期考査、パフォーマンステス
ト、レポート課題

評
価
規
準

(備考）

３ 教科書 BLUE MARBLE English CommunicationⅡ（数研出版）

副教材等 英単語ターゲット1200（旺文社）

単位数

１　１､２学期の定期考査は、中間・期末に行う。３学期は、学年末考査のみとする。

　コミュニケーションを行う目的
や場面、状況などに応じて、日
常的な話題や社会的な話題に
ついて、外国語で情報や考え
などの概要や要点、詳細、話
し手や書き手の意図などを的
確に理解したり、これらを活用
して適切に表現したり伝え合っ
たりすることができている。

　外国語の背景にある文化に
対する理解を深め、聞き手、
読み手、話し手、書き手に配
慮しながら、主体的、自律的
に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとしている。

・翻訳を通して日本文学の美しさを世界に広めるアイルランド出身の
詩人について学びます。
・先行詞を含む関係副詞/複合関係詞について理解します

・身近にひそむ男性／女性への偏見と、それをなくそうとする取組に
ついて考えます。
・比較の慣用表現について理解します。

言語活動への参加状況、パ
フォーマンステスト

①　知識・技能
　外国語の音声や語彙、表
現、文法、言語の働きなどの理
解を深めるとともに、これらの
知識を、聞くこと、読むこと、話
すこと、  書くことによる実際の
コミュニケーションにおいて、
目的や場面、状況などに応じ
て適切に活用できる技能を身
に付けている。

Lesson 6
An Irish Poet on a Mission

Lesson 7
Be Free from Gender Bias

評価の観点と方法
②　思考・判断・表現

令和６年度　シラバス
教 科 外国語 科 目 英語コミュニケーションⅡ 学年　学科　類型 ２年　商業科　Ⅰ型



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

令和６年度　シラバス
教 科 家　庭 科 目 家庭総合 学年　学科　類型 ２年　商業科　Ⅰ型

１　１､２学期の定期考査は、期末に行う。３学期は、学年末考査のみとする。

　生涯を見通して、家庭や地域
及び社会における生活の中から
問題を見いだして課題を設定
し、解決策を構想し、実践を評
価・改善し、考察したことを科
学的な根拠に基づいて論理的に
表現するなどして課題を解決す
る力を身に付けている。

　様々な人々と協働し、より
よい社会の構築に向けて、課
題の解決に主体的に取り組ん
だり、振り返って改善したり
して、地域社会に参画しよう
とするとともに、生活文化を
継承し、自分や家庭、地域の
生活の充実向上を図るために
実践しようとしている。

・消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう消費生活の現
状と課題、消費行動における意思決定や契約の重要性、消費者
保護の仕組みについて理解する。自立した消費者として、生活
情報を適切に活用できるようにします。
・生活と環境との関わりや持続可能な消費について理解すると
ともに、持続可能な社会へ参画することに意義について理解を
深め、持続可能な社会を目指して主体的に行動できるようにし
ていきます。

ノート、行動観察、課題、
出席状況、発表、実習

①　知識・技能
　生活を主体的に営むため
に必要な人の一生と家族・
家庭及び福祉、衣食住、消
費生活・環境などについて
科学的に理解しているとと
もに、それらに係る技能を
体験的・総合的に身に付け
ている。

８章　経済生活をつくる

評価の観点と方法
②　思考・判断・表現

2 教科書 高等学校　家庭総合　持続可能な未来をつくる（第一学習社）

副教材等 家庭科ノート・調理実習ノート基礎編（愛媛県家庭科教育研究会）

単位数

評

価

方

法

学習の目標
　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々
と協働し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造す
る資質・能力を育てることを目標とします。

学習の方法

　家庭科ノート、調理実習ノート、資料等を用いて授業を行います。実験・実習を活用し、実際の生活で
実践できるように、生活との関わりを意識しながら進めていきます。講義や実習・グループ活動等意欲的
に取り組み、授業内容を参考にしながら、生活の中での問題点を発見し、自分で解決できる能力を身に付
けていきましょう。

単元テスト、定期考査、
ノート、ワークシート、
発表、実習

単元テスト、定期考査、
ノート、ワークシート、
課題、発表、実習

評
価
規
準

(備考）

③　主体的に学習に取り組む態度

単    元 学習活動とねらい

家庭科を学ぶみなさんへ
１章　これからの生き方と家族

３章　充実した生涯へ

４章　ともに生きる

ホームプロジェクト

・家族・家庭の機能と家族関係、家族・家庭生活を取り巻く社会環境
の変化や課題、家族・家庭と社会との関わりについて理解し、考察し
たことを論理的に表現できるようにします。

・高齢者の心身の特徴、高齢者を取り巻く社会環境、高齢者の尊厳と
自立生活の支援や介護について理解します。
・高齢者の自立生活を支えるために、家族や地域及び社会の果たす役
割について問題を見いだし、考察したことを論理的に表現できるよう
にします。
・生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援について
理解します。
・自己の家庭生活について問題を設定し、解決策を構築し、実践を評
価・改善し、考察したことを論理的に表現します。

６章　衣生活をつくる ・ライフステージや目的に応じた被服の機能と着装について理
解し、健康で快適な衣生活に必要な情報の収集ができるように
します。
・被服材料、被服構成、被服製作、被服衛生及び被服管理につ
いて科学的に理解し、衣生活の自立に必要な技能を身に付けま
す。
・主体的に衣生活を営むことができるよう目的や個性に応じた
健康で快適、機能的な着装や日本の文化の継承・創造について
考察し、工夫できるようにします。



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

令和６年度　シラバス
教 科 商　業 科 目 マーケティング 学年　学科　類型 ２年　商業科　Ⅰ型

１　１､２学期の定期考査は、中間・期末に行う。３学期は、学年末考査のみとする。

   マーケティングに関する情報の
分野に関する課題を発見し、それ
を踏まえ、科学的な根拠に基づ
いて顧客についての理解、市場
の動向、マーケティングに関する
理論、成功事例や改善を要する
事例など科学的な根拠に基づい
て工夫して課題を解決している。

　マーケティングについて学ぶ態
度及び組織の一員として自己の
役割を認識して当事者としての
意識を持ち、他者との信頼関係
を構築して積極的に関わり、市
場調査の実施と情報分析、製品
政策、チャンネル政策、プロモー
ション政策の企画と実施など責
任をもって取り組んでいる。

・プロモーション政策について企業における事例と関連付けて学習します。プロモー
ション政策に関する課題を発見し、それを踏まえ、科学的な根拠に基ついて、プロモー
ション政策を立案して実施し、評価・改善するように学習します。
・マーケティングの広がりについて企業における事例と関連付けて学習します。マーケ
ティングの広がりに関する課題を発見し、それを踏まえ、科学的な根拠に基ついて、
マーケティングの広がりについて自ら学び、主体的かつ協働的に学習します。
・販売促進の重要性、広告、販売員活動、ブランド、信用販売、その他の販売促進に
ついて学習します。
・検定試験に合格するため、多くの問題に取り組んでいきます。

・行動の観察、課題プリント、
ノート、小テスト、模擬問題、
定期考査

①　知識・技能
   企業における事例などの実際
のマーケティングと関連付けら
れ、ビジネスの様々な場面で役に
立つマーケティングに関する知識
と技術を身に付けている。

第８章　プロモーション政策

　

第9章　マーケティングのひろがり

評価の観点と方法
②　思考・判断・表現

3 教科書 マーケティング　　（実教出版）

副教材等 マーケティング問題集　　（実教出版）

単位数

２　中間考査の評価は、考査の素点とする。

評
価
方
法

学習の目標
１　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通じて、ビジネスをを通じ、地域産業をはじめ経済社会の健
全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を育成して、マーケティングに関する体系的な知識と技術を習得します。
２　マーケティングに関連する職業への認識を深め、進路選択の幅を広げる中で、マーケティング活動を計画的、合 理的に行う能力
と態度を身に付けます。

学習の方法

・全商商業経済検定１級合格を目指し、講義をもとに、問題を解きながら理解力を深めていきます。冬休みの課題等で、模擬問題を
解いて実践力を身に付けていきます。
・現代市場に目を向け、マーケティングに関心を持ち、他の商業科目との関連性を意識しながら学習を進めてください。

課題プリント、ノート、小テス
ト、確認テスト、ワークシート、
レポート、実習日誌、議事録、
定期考査

行動の観察、発表、小テスト、
定期考査、パフォーマンス評
価

評
価
規
準

(備考）

③　主体的に学習に取り組む態度

単    元 学習活動とねらい

第１章　マーケティングの概要

第２章　消費者行動の理解

第３章　市場調査

・現代市場の特徴を理解し，マーケティングの考え方や手順につい
て学習し、現代市場における消費者保護や環境問題、法令尊守、
企業の社会的責任などの重要性について学習します。

・市場調査の意味・手順、実態調査の方法、市場調査の実習などに
ついて学習します。

・消費者行動と購買、購買意思決定過程、製品のライフサイクルと
普及について学習します。

第４章　STP

第５章　製品政策

第６章　価格政策

第７章　チャンネル政策

・STP分析を理解し、関連する技術を学習し、課題を発見して科学的な根拠に基づい
てその解決方法を学習します。
・製品政策について企業における事例と関連付けて学習します。製品政策に関する課
題を発見し、それを踏まえ、科学的な根拠に基ついて、製品政策を立案して実施し、
評価・改善するように学習します。
・価格政策について企業における事例と関連付けて理解学習します。価格政策に対
する課題を発見し、それを踏まえ、科学的な根拠に基ついて、価格政策を立案して実
施し、評価・改善を学習します。
・チャンネル政策に関する課題を発見し、それを踏まえ、科学的な根拠に基ついて、価
格政策を立案して実施し、評価・改善を学習します。
・販売価格の意味・種類と構成・決定要因、価格戦略の意味や卸売価格政策、小売
価格政策、新製品を発売する差異の価格政策などについて学習します。



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

③　主体的に学習に取り組む態度

単    元 学習活動とねらい

第１章　ビジネスの創造
　
第２章　ビジネスの組織化

・ビジネスにおけるマネジメントの概要について学習します。
・マネジメントの意義と課題について自らの考えを持ち、ビジネスの
適切な展開と関連付けて学びます。
・マネジメントについての意識と意欲を高め、組織の一員として他者
と協働する力を身に付けます。
・組織のマネジメントについて企業における事例と関連付けて理解し
ます。
・組織のマネジメントに関する課題を発見し、それを踏まえ、科学的
な根拠に基づいて、組織の管理と活性化の方策を考案して実施し、評
価・改善について学習します。
・組織のマネジメントについて自ら学び、組織の一員として組織の適
切な管理と活性化について、他者と協働する力を身に付けます。

第３章　経営資源のマネジメント
　
第４章　ビジネスの変革

・経営資源のマネジメントについて企業における事例と関連付けて学びます。
・経営資源のマネジメントに関する課題を発見し、それを踏まえ科学的な根拠
に基づいて、経営資源の管理と活用の方策を考案して実施し、評価・改善につ
いて学びます。
・経営資源のマネジメントについて自ら学び、経営資源の適切な管理と効果的
な活用について、他者と協働する力を身に付けます。
・ビジネスの創造と展開について企業における事例と関連付けて学びます。
・ビジネスの創造と展開に関する課題を発見し、それを踏まえ科学的な根拠に
基づいて、ビジネスの創造と展開に関する計画を立案して実施し、評価・改善
について学びます。
・ビジネスの創造と展開について自ら学び、プロジェクトを適切に管理し、ビ
ジネスの創造と展開について、他者と協働する力を身に付けます。

２　中間考査の評価は、考査の素点とする。

評
価
方
法

学習の目標

１　ビジネスにおけるマネジメントについて実務に即して体系的、系統的に役割とそれを学ぶ意義を学習します。
２　ビジネスにおけるマネジメントに関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する基礎的な知
識を習得します。
３　ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び、ビジネスにおけるマネジメントに主体的にかつ協調的に取り組む姿勢を養いま
す。

学習の方法

・企業における事例など実際のマネジメントと関連付けて、ビジネスの様々な場面で役に立つマネジメントに関する知識を学習します。
・ビジネスにおけるマネジメントに関する理論、データ、成功事例や改善を要する事例など科科学的な根拠に基づいて工夫解決する力を学習
します。
・マネジメントについて学ぶ態度及び組織の一員として自己の役割を認識して、他者と信頼関係を構築して積極的に関わり、経営資源のマネ
ジメントの創造と展開などに責任をもって取り組む態度を養う。

定期考査、小テスト、課題プリント 定期考査、小テスト、課題プリ
ント、
ポートフォリオ評価

評
価
規
準

(備考）

2 教科書 ビジネス・マネジメント（実教出版）

副教材等 ビジネス・マネジメント準拠問題集(実教出版)

単位数

１　１､２学期の定期考査は、中間・期末に行う。３学期は、学年末考査のみとする。

ビジネスにおけるマネジメントと
様々な知識を活用し、ビジネスに
おけるマネジメントに関する課題
を発見し、企業活動が社会に及
ぼす影響を踏まえ、経済社会の
動向やマネジメントに関する理
論、データなどの科学的な根拠に
基づいて工夫して、よりよく解決
するように考えている。

ビジネスを適切に展開する力の
向上を目指し、自らマネジメント
について学ぶ態度及び組織の一
員としての役割を認識して、経営
資源のマネジメントや新たなビジ
ネスの創造と展開などに責任を
持って取り組んでいる。

・企業の秩序と責任について企業における事例と関連付けて学
びます。
・企業の秩序と責任に関する課題を発見し、それを踏まえ科学
的な根拠に基づいて、企業の秩序の維持と責任を果たす方策を
考案して実施し、評価・改善について学びます。
・企業の秩序と責任について自ら学び、企業の秩序を維持し、
責任を果たすことについて他者と協働する力を身に付けます。

行動の観察、課題プリント、
ノート、小テスト、調査発表

①　知識・技能
ビジネスにおけるマネジメントに
ついて実務に即して体系的・系統
的に理解し、ビジネスの様々な場
面で役に立つマネジメントに関す
る知識を身に付けている。

第５章　ビジネスと社会

評価の観点と方法
②　思考・判断・表現

令和６年度　シラバス
教 科 商　業 科 目 ビジネス・マネジメント 学年　学科　類型 ２年　商業科　Ⅰ型



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

令和６年度　シラバス
教 科 商　業 科 目 財務会計Ⅰ 学年　学科　類型 ２年　商業科　Ⅰ型

１　１､２学期の定期考査は、中間・期末に行う。３学期は、学年末考査のみとす

　企業会計に関する法規と
基準及び会計処理の方法の
妥当性と課題を見いだし、
ビジネスに携わる者として
科学的な根拠に基づいて創
造的に課題に対応するとと
もに、会計的側面から企業
を分析する力を身に付けて
いる。

　会計責任を果たす力の向
上を目指して自ら学び、適
切な会計情報の提供と効果
的な活用に主体的かつ協働
的に取り組んでいる。

・連結財務諸表の意味と必要性を理解し、親会社と子会社の
意味と連結の範囲を学習します。

行動の観察、パフォーマンス評価

①　知識・技能
　財務会計について実務に
即して体系的・系統的に理
解するとともに、関連する
技術を身に付けている。

発展的な内容　連結会計

評価の観点と方法
②　思考・判断・表現

3 教科書 財務会計Ⅰ（東京法令出版）

副教材等 全商１級会計　完全段階式標準検定簿記問題集（東京法令出版）

単位数

２　中間考査の評価は、考査の素点とする。

評
価
方
法

学習の目標
１　「簿記」の学習を基礎として、企業会計の役割や制度及び財務諸表の作成に関する基本
的な知識を身に付け、財務諸表の必要性や役割について理解します。
２　財務諸表から得られる情報をビジネスの諸活動に活用する能力を身に付けます。

学習の方法

・財務諸表に関する基礎的・基本的な知識や技術を身に付けますが、その学習内容は「簿
記」よりもさらに高度になるため、教科書や問題集を活用し、常に予習と復習を行うことを
心掛けてください。
・問題演習については、間違えたところを何回も復習し、疑問点や不明な点は積極的に質問
して確実に解けるようにしてください。

定期考査、課題プリント、小テスト 定期考査、小テスト、パフォーマンス評価

評
価
規
準

(備考）

③　主体的に学習に取り組む態度

単    元 学習活動とねらい

第Ⅰ編　財務会計の概要

第Ⅱ編　会計処理

・企業会計の意味や目的、財務会計の機能や企業会計制度の
意味などを学習し、企業会計制度に関する理解を深めます。
また、企業会計の歴史を通して、会計基準の必要性と今日的
な動向を学びます。

・資産・負債・純資産の意味と種類を明らかにしていきま
す。具体的には当座資産・棚卸資産・固定資産について、そ
れぞれの意味と種類を明らかにし、負債と純資産が企業に
とっての調達資金であることを学びます。

・損益計算の意味を明らかにし、損益計算の基準や処理方法
を習得します。また、販売形態や営業種目などの相違による
収益認識基準を明らかにし、それぞれの基準による処理方法
を考えます。

第Ⅲ編　財務諸表の作成

第Ⅳ編　財務諸表分析の基礎

・報告式の貸借対照表と損益計算書の作成方法について学習
します。

・財務諸表分析の意味を理解し、財務指標を組み合わせて総
合的に分析し、会計情報の効果的な活用について学習しま
す。



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

令和６年度　シラバス
教 科 商　業 科 目 原価計算 学年　学科　類型 ２年　商業科　Ⅰ型

１　１､２学期の定期考査は、中間・期末に行う。３学期は、学年末考査のみとする。

　原価計算に関する会計処理
及び原価情報を活用する方法
の妥協性と課題を見いだし、
ビジネスに携わる者として科
学的な根拠に基づいて創造的
に課題に対応する力を身に付
けている。

　原価計算について関心を持
ち、自分から進んでまとめた
り、問題演習に取り組もうとす
る。また、疑問点については
粘り強く調べたり、積極的に
質問するなど、意欲的に取り
組んでいる。

・より発展的な学習として、日商簿記検定２級「工業簿記」レベルの
問題を学習し、検定の合格を目指します。

行動の観察、課題プリント、
ノート、小テスト、問題集、定
期考査

①　知識・技能
　原価計算の記帳に関する基
礎的・基本的な知識を身に付
け、実務に即して体系的・系統
的に理解するとともに、関連す
る技術を身に付けている。

発展学習

評価の観点と方法
②　思考・判断・表現

4 教科書 原価計算　（東京法令出版）

副教材等 全商１級原価計算　完全段階式標準検定簿記問題集（東京法令出版）

単位数

２　中間考査の評価は、考査の素点とする。

評
価
方
法

学習の目標
１　製造業における原価計算と工業簿記に関する知識と技術を習得し、理解を深めます。
２　原価の概念に対する理解を深め、原価から得られる情報を活用する能力と態度を育てます。

学習の方法

・学習内容が「簿記」よりもさらに高度になるため、教科書を活用し予習と復習を丁寧に行ってください。
・問題演習については、間違えたところを何回も復習して確実に解けるようにしてください。
・授業の際には、教科書・問題集・ノート・電卓の準備を忘れないようにしてください。
・不明な点は積極的に質問して、「原価計算」に対する理解を深めるように努めてください。

課題プリント、ノート、小テス
ト、問題集、定期考査

行動の観察、課題プリント、
ノート、小テスト、問題集、定期
考査、パフォーマンス評価

評
価
規
準

(備考）

③　主体的に学習に取り組む態度

単    元 学習活動とねらい

第Ⅰ編　原価と原価計算

第Ⅱ編　原価の費目別計算

第Ⅲ編　原価の部門別計算と製品
　　　 　　別計算

・原価の概念、原価計算の目的、製造業における簿記の特色と仕
組みを学習し、原価計算の概要について理解を深めます。

・材料費、労務費及び経費の計算と記帳を学習し、原価の費目別計
算を行うための基礎的な知識と技術を習得します。

・個別原価計算、部門別個別原価計算、総合原価計算を学習し、原
価の部門別計算と製品別計算を行うための基礎的な知識と技術を
習得します。

第Ⅳ編　製品の完成･販売と決算

第Ⅴ編　標準原価計算

・製品の完成・販売と本社・工場間の取引の記帳方法及び製造業
の決算を学習し、製品の完成・販売に関する会計処理と決算を行う
ための基礎的な技術を習得します。

・標準原価計算の目的と手続、原価差異の原因分析及び損益計算
書の作成を学習し、標準原価計算を行うための基礎的な知識と技
術を習得します。



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

③　主体的に学習に取り組む態度

単    元 学習活動とねらい

第１章　企業活動とソフトウェアの活用
第１節　ビジネスにおけるソフトウェアの活用
第２節　ビジネスにおけるソフトウェアの進化

第２章　情報通信ネットワークの活用
第１節　情報通信ネットワークの導入と運用
第２節　情報資産の保護

・現代のビジネスの実例を通して、これらのビジネスにおける
ＩＣＴ活用の基礎知識を学習します。
・ネットワークの構築についての基礎知識から、構築に必要な
ネットワークの設定方法、サーバの管理やセキュリティ管理な
どについて学習します。

第３章　表計算ソフトウェアの活用
第１節　表計算ソフトウェアを用いた情報の集計
と分析
第２節　表計算ソフトウェアを用いたオペレー
ションズ・リサーチ
第３節　手続きの自動化

第４章　データベースソフトウェアの活用
第１節　ビジネスとデータベース
第２節　データベースの作成と操作
第３節　手続きの自動化
第４節　データベースの構造
第５節　ＳＱＬの操作

・表計算ソフトウェアを活用し、さまざまな場面で収集された
情報の集計や分析方法を理解し、ビジネス活動に活用できる知
識と技術について学習します。
・身近なテーマをもとに、データベースソフトウェアを活用し
て、データベースの検索機能やデータベースを操作するための
ＳＱＬ言語を学習します。

２　中間考査の評価は、考査の素点とする。

評

価

方

法

学習の目標
１　企業活動におけるソフトウェアの活用について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにします。
２　企業活動におけるソフトウェアの活用に関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養います。
３　企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び、企業活動におけるソフトウェアの活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を養います。

学習の方法
・この科目では、「情報処理」で学習した知識・技術を基にして、情報通信ネットワークを理解し、表計算ソフトウェアやデータベースソフ
トウェアを活用する能力を養います。情報通信関連の用語を十分に理解し、パソコンによる実習に積極的に取り組んでください。
・全商情報処理検定（ビジネス情報部門）や全商ビジネス文書実務検定の資格取得を目指して授業を行うため、問題演習を通してパソコン操
作技能の向上に努めてください。

課題プリント、実技、
パフォーマンス評価、
定期考査

行動の観察、小テスト、
パフォーマンス評価、
定期考査

評
価
規
準

(備考）

3 教科書 ソフトウェア活用（実教出版）

副教材等 全商情報処理検定模擬試験問題集ビジネス情報２級（実教出版）

単位数

１　１､２学期の定期考査は、中間・期末に行う。３学期は、学年末考査のみとする。

　企業活動におけるソフト
ウェアの活用に関する課題
を発見し、ビジネスに携わ
る者として科学的な根拠に
基づいて創造的に解決して
いる。

　企業活動を改善する力の
向上を目指して自ら学び、
企業活動におけるソフト
ウェアの活用に主体的かつ
協働的に取り組んでいる。

・日々状況が変化するビジネスにおいて、情報をつねに正確で最新な
状態に保つように管理することや、企業で働く関係者がその情報を共
有し、同じ情報にもとづいた判断や行動ができるような情報の一元管
理や情報共有の重要性を学びます。
・企業活動の改善に対する要求などにもとづき、組織の一員としての
役割をはたすことができるように、自ら業務の課題をとらえ、適切な
情報システムの開発ができる方法について学習します。

行動の観察、実習、
課題プリント

①　知識・技能
　企業活動におけるソフト
ウェアの活用について実務
に即して体系的・系統的に
理解するとともに、関連す
る技術を身に付けている。

第５章　業務処理用ソフトウェアの活用
第１節　グループウェアの活用
第２節　販売管理ソフトウェアの活用
第３節　給与計算ソフトウェアの活用

第６章　情報システムの開発
第１節　システム開発の基礎
第２節　アルゴリズムの基礎
第３節　情報システムの開発演習

評価の観点と方法
②　思考・判断・表現

令和６年度　シラバス
教 科 商　業 科 目 ソフトウェア活用 学年　学科　類型 ２年　商業科　Ⅰ型



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

令和６年度　シラバス
教 科 商　業 科 目 ソフトウェア活用 学年　学科　類型 ２年　情報ビジネス科　Ⅰ型

１　１､２学期の定期考査は、中間・期末に行う。３学期は、学年末考査のみとする。

　企業活動におけるソフト
ウェアの活用に関する課題
を発見し、ビジネスに携わ
る者として科学的な根拠に
基づいて創造的に解決して
いる。

　企業活動を改善する力の
向上を目指して自ら学び、
企業活動におけるソフト
ウェアの活用に主体的かつ
協働的に取り組んでいる。

・日々状況が変化するビジネスにおいて、情報をつねに正確で最新な
状態に保つように管理することや、企業で働く関係者がその情報を共
有し、同じ情報にもとづいた判断や行動ができるような情報の一元管
理や情報共有の重要性を学びます。
・企業活動の改善に対する要求などにもとづき、組織の一員としての
役割をはたすことができるように、自ら業務の課題をとらえ、適切な
情報システムの開発ができる方法について学習します。

行動の観察、実習、
課題プリント

①　知識・技能
　企業活動におけるソフト
ウェアの活用について実務
に即して体系的・系統的に
理解するとともに、関連す
る技術を身に付けている。

第５章　業務処理用ソフトウェアの活用
第１節　グループウェアの活用
第２節　販売管理ソフトウェアの活用
第３節　給与計算ソフトウェアの活用

第６章　情報システムの開発
第１節　システム開発の基礎
第２節　アルゴリズムの基礎
第３節　情報システムの開発演習

評価の観点と方法
②　思考・判断・表現

4 教科書 ソフトウェア活用（実教出版）

副教材等 全商情報処理検定　模擬試験問題集ビジネス情報２級、１級（実教出版）

単位数

２　中間考査の評価は、考査の素点とする。

評

価

方

法

学習の目標
１　企業活動におけるソフトウェアの活用について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにします。
２　企業活動におけるソフトウェアの活用に関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養います。
３　企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び、企業活動におけるソフトウェアの活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を養います。

学習の方法
・この科目では、「情報処理」で学習した知識・技術を基にして、情報通信ネットワークを理解し、表計算ソフトウェアやデータベースソフ
トウェアを活用する能力を養います。情報通信関連の用語を十分に理解し、パソコンによる実習に積極的に取り組んでください。
・全商情報処理検定（ビジネス情報部門）や全商ビジネス文書実務検定の資格取得を目指して授業を行うため、問題演習を通してパソコン操
作技能の向上に努めてください。

課題プリント、実技、
パフォーマンス評価、
定期考査

行動の観察、小テスト、
パフォーマンス評価、
定期考査

評
価
規
準

(備考）

③　主体的に学習に取り組む態度

単    元 学習活動とねらい

第１章　企業活動とソフトウェアの活用
第１節　ビジネスにおけるソフトウェアの活用
第２節　ビジネスにおけるソフトウェアの進化

第２章　情報通信ネットワークの活用
第１節　情報通信ネットワークの導入と運用
第２節　情報資産の保護

・現代のビジネスの実例を通して、これらのビジネスにおける
ＩＣＴ活用の基礎知識を学習します。
・ネットワークの構築についての基礎知識から、構築に必要な
ネットワークの設定方法、サーバの管理やセキュリティ管理な
どについて学習します。

第３章　表計算ソフトウェアの活用
第１節　表計算ソフトウェアを用いた情報の集計
と分析
第２節　表計算ソフトウェアを用いたオペレー
ションズ・リサーチ
第３節　手続きの自動化

第４章　データベースソフトウェアの活用
第１節　ビジネスとデータベース
第２節　データベースの作成と操作
第３節　手続きの自動化
第４節　データベースの構造
第５節　ＳＱＬの操作

・表計算ソフトウェアを活用し、さまざまな場面で収集された
情報の集計や分析方法を理解し、ビジネス活動に活用できる知
識と技術について学習します。
・身近なテーマをもとに、データベースソフトウェアを活用し
て、データベースの検索機能やデータベースを操作するための
ＳＱＬ言語を学習します。



学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

令和６年度　シラバス
教 科 商　業 科 目 プログラミング 学年　学科　類型 ２年　情報ビジネス科　Ⅰ型

１　１､２学期の定期考査は、中間・期末に行う。３学期は、学年末考査のみとする。

　企業活動に有用なプログ
ラムと情報システムの開発
に関する課題を発見し、ビ
ジネスに携わる者として科
学的な根拠に基づいて創造
的に解決しようとしてい
る。

　企業活動を改善する力の
向上を目指して自ら学び、
企業活動に有用なプログラ
ムと情報システムの開発に
主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。

・ハードウェアとソフトウェアに関する知識、技術を学習し
ます。また、情報システムを開発する上でのハードウェアの
機能とソフトウェアの効果的な活用についても学習します。
・これまで学習した知識について実習と演習を繰り返し行う
ことで、確実なものにしていくようにします。

課題プリント、行動の観察、
パフォーマンス評価

①　知識・技能
　プログラムと情報システ
ムの開発について実務に即
して体系的・系統的に理解
するとともに、関連する技
術を身に付けようとしてい
る。

第５章　ハードウェアとソフト
ウェア

総合演習

評価の観点と方法
②　思考・判断・表現

4 教科書 プログラミング～マクロ言語～（実教出版）

副教材等
全商情報処理検定試験プログラミング部門１・２級対応アルゴリズム入門(東京法令出版)

全商情報処理検定　模擬試験問題集プログラミング２級、１級（実教出版）

単位数

２　中間考査の評価は、考査の素点とする。

評

価

方

法

学習の目標
　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、企業活
動に有用なプログラムと情報システムの開発に必要な資質・能力を養います。

学習の方法

・マクロ言語によるプログラミングの実習を通して、コンピュータのしくみやセキュリティの要点などの基本的な知識
を学習しながら、プログラムを開発したり、データ処理の技能を身に付けていきます。
・全商情報処理検定１級合格を目指し、実習や演習問題に取り組みながら理解力を深めていきます。長期休業中の課題
等で、模擬問題を解いて実践力を身に付けていきます。

定期考査、課題プリント、
小テスト

定期考査、課題プリント、
小テスト、ポートフォリオ
評価

評
価
規
準

(備考）

③　主体的に学習に取り組む態度

単    元 学習活動とねらい

第１章　情報システムとプログラ
ミング
第２章　アルゴリズム

第３章　プログラムと情報システ
ムの開発

・社会の基盤を構成するシステムを構築するプログラミング
の流れについて、基礎的な知識を学習します。
・アルゴリズムの表現技法、データ構造、制御構造などアル
ゴリズムに関する知識、技術などを学習します。
・システム開発手法の各種モデルやプロジェクトの管理、開
発したシステムの評価などシステム開発の手順について学習
します。

第３章　プログラムと情報システ
ムの開発

第４章　情報システムの開発演習

・表計算ソフトウェアのマクロ機能を利用して、企業の活動
をどのように合理化し改善できるか、簡易的なシステムを作
成する実習を通して学習します。
・情報システムの開発の手法と手順について学習します。ま
た、企業の業務改善に役立つプログラムを学習し、情報シス
テムの開発の技術を身に付けていきます。


